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送信電力が制御できる無線装置と送信電力が制御できない無線装置が共存する
環境において、送信電力が制御できない無線装置の設定を変えないで性能を劣化
させることなく、送信電力が制御できる無線装置での制御によって送信電力が制御
できる無線装置のスループットを向上させる。

本発明によれば、送信電力が制御できる無線装置と送信電力が制御できない無線
装置が共存する環境下において、送信電力を制御してデータパケットを送受信する
ことによって非対称リンクを発生させることなくスループットを向上させることができ
る。

ネットワーク４０には監視サーバ５０と電力制御装置６０と多数のアクセスポイント（Ａ
Ｐ）１０～２１が連なっており、これらのＡＰには送信電力が制御できるものとできない
ものが存在し、送信電力が制御できるＡＰ間では、制御できないＡＰによる通信と干
渉を起すことがないように制御できないＡＰと異なる時間帯で通信を行なう。


